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〒930-0857富⼭市奥⽥新町1番23号
総合建設コンサルタント、補償コンサルタント、
測量調査業、新エネルギー開発事業■所在地

代表取締役社⻑　市森友明■代表者

8,000 万円■資本⾦
単体︓35億 8 千万円（2022年 6⽉期）
グループ︓54億2千万円（2022年6⽉期）
　　　   

中⼭楓奈選⼿との打合せ（右から3⼈⽬︓中⼭選⼿）

左︓親⽔広場3×3バスケットボールコート / 右︓親⽔広場スケートパーク

■売上⾼

昭和 54 年（1979 年）4 ⽉■創　業

単体:216名（正社員数191名）
グループ:560名

■従業員

■主な業務内容

富⼭駅周辺のにぎわい創出に向けたアーバンスポーツ拠点形成
⾃社事業 親⽔広場スケートパーク（仮称）建設計画について

　株式会社新⽇本コンサルタント（富⼭市奥⽥新町、代表︓市森友明）は、この度富⼭市親⽔広場におきまして、独⾃に
スケートパークの建設を決定いたしましたのでお知らせいたします。

■スケートパークを建設・運営管理

■親⽔広場スケートパーク概要
本スケートパークではエリアを２分割して設計をしており、⼀⽅は誰もが気軽にスケートボードを楽しめる「初級・中級者エリア」、もう⼀

⽅は中⼭選⼿にアドバイザーとして設計監修をいただき、競技を⽬指す⼈にも対応できるセクションを設けた「上級者エリア」としていま
す。今後、2023年5⽉18⽇（⽊）に起⼯式を予定しており、2023年夏頃の完成を⽬指します。

【施設概要】
●場所︓富⼭市湊⼊船町　富⼭市総合体育館　北側
　　　　　（親⽔広場　３×３バスケットコートに隣接）
●スケートパーク⾯積︓約440㎡
●施設の仕様︓コンクリート造のセクション、フェンス、ナイター照明灯
●建設の⽬的
　① 親⽔広場を中⼼としたアーバンスポーツ拠点の形成
　② 競技に興味を持つ⼈達が安全に気兼ねなく楽しめるパークの創出
　　　※規制エリアでの滑⾛可能場所の確保
　③ 中⼭楓奈選⼿と連携した、富⼭のストリートスポーツブランディング
　④ 富⼭駅周辺における賑わいの創出

　当社は、これまで「NiXストリートスポーツパーク（富⼭市）」や「村
上市スケートパーク（新潟県村上市）」、国内最⼤級の「有明アー
バンスポーツパークスケートボード競技場、BMX競技場（東京都江
東）」の設計を⼿掛けるなど、競技⼈⼝の増加が著しいストリートスポ
ーツ施設において、海外のＸゲーム会場の施設特徴を取り⼊れた、
⽇本では先進性の⾼い施設のデザインサービスを提供して参りました。
　このような取り組みの中で、富⼭駅周辺地域のポテンシャル向上に
資するべく、この度上述のスケートパークを⾃⼰資⾦にて建設すること
を決定しました。なお、本パークの建設にあたり、⼟地の所有者である
富⼭市様と協議を⾏い、本事業に⼀定の公益性が認められることか
ら、使⽤許可をいただきました。
　また、国際⼤会で多数メダルを獲得している、プロスケートボーダー中
⼭楓奈選⼿（富⼭市出⾝）に設計監修をいただいたと共に、世界
⼤会の⽇本代表選⼿を⽬指す上で、有効な練習施設となることを期
待しているものであります。
　次に、本パークは富⼭市様が整備された３×３バスケットコートや、グラウジーズの本拠地である富⼭市総合体育館、並びに、
様々なスポーツ系イベントが開催されている親⽔広場と隣接していることから、富⼭駅北側のスポーツを核としたまちづくりにも貢献で
きることを期待しているとともに、近年増加するストリートスケートボーダーに対して、「場」をご提供させていただくものであります。
　さらには、施設運営を通じて、全国で需要が⾼まっているスケートパーク整備の知⾒を⾼めるとともに、「まち」と「スケートボーダー」の
共存による社会課題解決にも取り組むことが出来ればと考えています。　また、完成後には、様々なスポーツ団体との連携やイベント
開催を企画する予定です。
　富⼭市様や駅周辺企業が推進する富⼭駅北周辺のまちづくりに少しでも貢献できればと考えております。
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⾃社事業 親⽔広場スケートパーク（仮称）建設計画について

●施設のデザインコンセプト
　① 中⼭楓奈選の意⾒を取り⼊れた競技者が満⾜する施設
　② 上級者エリアと初~中級者エリアの滑⾛動線を分離し、
　　　誰もが安⼼・安全に利⽤できるレイアウト
　③ 隣接した３×３バスケットコートと相乗効果を図る統⼀したデザイン

●計画位置図


